
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）史跡センター周辺発掘調査は、大

雨・台風に翻弄されつつも、作業を進めてい

ます。 

発掘調査は、調査範囲に４ｍ四方のマス目

を設定して、格子状に土を掘り下げる「グリ

ッド調査」という方法で行っています。（上

写真参照）この調査をすることで、正確な地

層・地形の確認や、出土品の場所や状態をよ

り正確に記録することができます。 

調査が進むにつれて、作業員を悩ませる厄 

介な問題が発生しています。調査区のほぼ全

域で、昭和 30年代頃のものと思われる、写真

のような建築廃材のようなレンガやコンクリ 

ート片、プラスチックごみな

どが大量に見つかったのです。

戦国時代の堀や土塁などを覆

うように堆積したこれらを取

り除きつつ、慎重に作業を行

っています。 
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小牧山課 

問合先：０５６８－７６－１６２３ 

            旧市役所本庁舎跡地の整備工事を進めています 

小牧山の南麓の旧市役所本庁舎跡地では、小牧山城の土塁や曲輪が 

見学できるよう、平成 29年春の完成を目指して整備工事を進めて 

います。工事期間中、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を 

お願いいたします。 
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発掘作業の様子（破線で囲まれた部分が１つのグリッド） 

調査区内に堆積するレンガ片等は、左写真のように調査区外に取り除いています 
小小牧牧山山課課ニニュューースス  


